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   Benzylhydrochlorothiazide (Behyd) was clinically used in urological practice for the pur-
pose of diuresis and hypotensive therapy with satisfactory result. In the group to which it 
was administered to stabilize preoperative blood pressure, the effect was satisfactory, except 
one case, regardless the presence of Change in EKG and eye ground. No side effect was 
encountered. In the group in which diuresis was aimed, it was also of effect, but hypokalemia 
and skin eruption was observed in one case respectively. Administration of large dosis or 
long term should be carefully done because of these side  effects,
緒 言











枢側細尿管 に於 けるNaイ オン の再 吸収 を抑
制す る作用を有 し,両 者が協 同 して強力な利尿
作用を示すものである.
然 しこれも臨床上の使用を重ね るにつれて種
々の不都 合を生 じるに至 つたが,そ の最 も大 な
るものは低 カ リウム血 症えの危険 であつた.従
つて翌年には更 にHydrochlorothiazideが合
成 され,更 にBenzylhydrochlorothiazide(以
下B・H℃ ・と略す)が 合成 され るに至 つて,最
も毒 性が少 な く,し かも前者の5倍 も強力な利
尿,降 圧作用を有 す るもの として市販 されるに
至つ たの であ る.
本邦では このB.H.C.唯一 の国産 品と して杏
林製薬に おいて合成 され,Behydと して市販
され てい る.
著者は泌 尿器科領域 に於 いてこれ を試用する
機会 を与え られ,当 院 泌尿器科 に入院せ る患者
に応用 した結果,そ の優れ た効果 を確認する事
が 出来たの で少数 例ではあ るが発表す る次第で
ある.そ もそ も泌尿器 外科 は老年者 を対称 とす
る事が比較的多 く,必 然的 に術前 に高血圧症 に
悩 まされ る事 が少 な くない.加 うるに近年腎性
高血 圧症の名の下 に,腎 細小動脈 の硬化,そ の
他腎に由来 する高血圧症が盛 んに検討 される様
になつて,泌 尿器科 に於 ける降圧,利 尿剤の利
用価値 は数 年前 の比では ない状態 にな りつつあ
る.多 くの類剤 中その強力 さと毒性 の少ないこ
とを誇 るB・H.C.えの杏林製薬 の着 目は正に時
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1)A群(E.KGに 変化 の な い もの)
本 群 に 属す る もの は8例 で,入 院 時最 高 血圧 は170
～230mlnHgを示 した .検 査終 了後Behyd1回
4mg宛1日2回,連 日投 与 し血圧 の変 化 を追 求 した
が,術 前5～8日 間 の投 与で 全 例 に血 圧 の 降 下 を 認
め,著 効4例,有 効2例,稽 々有 効2例 で 無 効 例は 全
く認 め られ なか つ た.
2)B群(E.K.G.に 変 化 を認 め るも の)
本 群に 属す るも のは第1表 の第9例 以 下 の13例で あ
つ て,多 少 ともE,K.G.に変 化を 認 め る もの であ る.
E.K.G所見 とし ては表 に 示す 如 く,左 肥 大 拡 張,
冠不 全,R分 裂,期 外収 縮,心 筋 梗塞,心 筋 症 等 が 認
め られ て い る.A群 と同 様 に術 前 の血 圧 の安 定 を 図 る
目的 でBehydを 投 与 した が,第14,17,18,19の4
例 で は 入院 時既 に200mmHg以 上 の血圧 を示 した の
で,1回8mg宛1日2回 投 与,他 の9例 で は1回
4mg宛1日2回 投与 を行 っ た .投 与 目数 は4～12日
で,全 例 そ の後 に手 術 を行 つ て い る.
そ の降圧 効 果 は著 効:6例,有 効5例,稽 々有 効1




























最 も 軽 度
軽 度
中 等 度


































































池35子 宮 癌 術 後 臼lj150～9016mgX7
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して判断 し得 る利点が ある.種 々検 討の結果,
血圧とA.S.1.,Behydの効果 とA.S.1.の間
には特別 の関連は見出 し得なかつた.
以上の2群 の効果を総合 す ると30mmHgま
で,叉 はそれ 以上 の 降圧 を見た ものを 著効,
20mmHgまでのものを有効,10mmHgま で
のものを梢 々有効 とす ると,著 効10例,有効7




第2群 は利尿 を 目的 とす る群であ るが,こ れ
は手術とは無 関係 に入院当初か ら,又 は種 々の
処置を行なつている間 に腎機能不全,肝 腎症候
群,心 不全等を来 し,二 次的 に尿量減少,浮 腫
乃至腹水の貯溜 を来 した患者 に対す る効果 を検
討 したものである.
症例は僅か4例 に過 ぎないが,表 に示す如 く
前立腺癌2例,子 宮癌 術後 に尿路 その他に異常
を来 したもの2例 である.
前立腺癌 の2例 中1例 は胃癌術後 に前立 腺癌
を来 した症例で,抗 男性 ホルモン療法中は著変
はなかつたが,ホ ソバ ン注射後 に浮腫及 び腹水
を認めたもので,他 の1例 は初 診時 よ り顔面,
下肢に浮腫 を認め,E.K.G.で冠不全及 び心筋
症の所見を呈 し心性浮腫 と考え られ るもので あ
る.共 に最初1日16mg,4～10日 持続後1日
8mgと し,共 に臨床 的に浮腫 は消失 し血 圧 も
下降 した.電 解質には著変を認めないが,特 に
第1例 に於 いて服用後血清蛋 白の増加,A.G.
比の改善,残 余窒素 の減少が認め られた.第1
例は17日,他は8日 間 の投与 を行つたが認むべ
き副作用 もな く,低 カ リウム血症が惹起 される
事もなかつた.
第2,3例 は共 に子宮癌 の為に子宮全別除術
を受け,そ の後 に尿路そ の他 に障碍を来 したも
のである.第2例 は散在性 に転移巣を認め,両
腎機能不全があ り,腎 性高血圧が認め られた,
術後制癌剤の使用に よって尿量減少 と同時に浮
腫を来 し,遂 には無尿 に陥 つたもので ある.第
3例は同様に子 宮癌 術後 に断端癌 を発生 し,膀
胱膣痩,直 腸膣痩 を形成 したものであつて,膀
胱全捌除術,人 工肛門設置術,尿 管皮膚移植術
633
を行 う予定 であつたが,術 後の コバル ト対照及
びX線 深部治療 のために固 く癒着 し,膀 胱全別
除術は不成功 に終つたので,直 腸膣痩 のみ姑 息
的 に閉鎖 し尿管皮膚移植術を行 つた.そ の後腎




下降 し目的 を達す る事が出来 た.又 血清蛋 白も
軽度乍 ら増加 し,A.G.比も改善 され,残 余窒
素 も著明に減少 したが,第2例 では血中Kのi著
明な減少を認め,第3例 では37日投与後全身に
発疹を認めた.第1群 に使用 した如 く4～12日
の投与では副作用は全 く認め られ ないが,長 期
連用 の場合は低 カ リウム血症,薬 疹に対 し十分
な考慮を払いつつ投 与 しなければならないもの
と思われ る.
以上降圧及 び利尿を 目的とす る著者 の経験例
について考察を加えたが,他 科領域に於け る現
在 までの報告を総括 してみる と,本 態性高血圧
症,腎 性高血圧症,妊 娠 中毒症等に対 する降圧
効果は計116例において82.6～100(平均86.2)
%の 有効率 を示 し,利 尿効果は心性浮腫,腎 性
浮腫,肝 性浮腫等129例におい て81～94(平均
91.4)%の有効率を示 し,著 者が得た成績 と大




泌尿器科領域 に於け る降圧,利 尿を 目的 とす
る諸疾患 にBehydを 使用 し,次 の如 き結果を
得た.
1.降 圧を 目的 とす る21例では著効10例,有
効7例,梢 々有効3例,無 効1例 であつた.




4,副 作用 として長期使用例 に於いて,低 カ
リウム血 症,薬 疹 の各1例 を認めた.
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